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本論文は上記標題（Ⅵ）に続くものであり，
参考・引用文献もこれに同じく採用した。
３８小節～50小節
第２挿句は主調Ｃｄｕｒの同主調であるC
mollに転調し，再び50小節で主調のＣｄｕｒに
再現される。この13小節間の和声進行はこの挿
句の魅力の一つでもあり，それは内声（Ⅱｎｄ
Ｖｎ，Vla）の１６分音符の連続のリズムの中で絶
妙に移り変わっていくのである。和声進行の推
移は次の通りである。３８小節のCmollの後，
42小節で一時的に関係調のＥｂｄｕｒの明かるさ
を放ち，リピートで再びＣmollに戻る。リピー
トの後は43小節でfmollへ，そして44小節で
Gdurに移る。その後しばらくＧｄｕｒを基調と
して何度か補助和音を織り交ぜながら進み，４９
小節では経過的和音を経て50小節で再現部のC
durを導くための属和音に結びつけている。声
部の構成は内声の連続的な１６分音符の分割リズ
ムにのって外声２声部（IstVnとＶｑＣｂ）が
交互にターンを伴ったやや譜諺的なパセージを
応答させている。
演奏解釈は先ず，この内声のⅡｎｄＶｎ，Ｖｌａ
からひもといていくことにする。１６分音符の演
奏はジャンピング・ポウがその基本で，決して
重くならないことである。多くの演奏例ではこ
の挿句は主題のtempoと比べてどちらかとい
えば早めのtempoを設定する場合が多いが，
それはこの挿句の内声のリズミックな流れと，
外声の前述した譜諺的なパセージをより効果的
に表出せんがための考えによるものと解釈でき
る。本論文はあえてこの挿句にtempoの変化
を積極的に求めないものであるが，しかしin
tempoの中でもリズム感がほとばしるような
演奏工夫がなされるように分析すべきであるこ
とを大いに主張するものである。内声２声部の
J万]の連続は弓中央でのスピッカートが基本
であり，そのアーテイキレーションの統一は両
声部全く同種のものでなくてはならず，－糸乱
れぬアンサンブルが演奏価値に直結する。２声
部の音量バランスは３度の音程を基本として平
行進行を行っていることから，どちらに主導的
意味があるということでなくそれは全く均一に
響く２声部の流れとしてまとめた方が仕上がり
が美的である。又，これはスコアに施されたダ
イナミックスの処理においても，その演奏団体
独自の脚色をする場合においても，同じく両声
部は足並を揃えておかねばならない。全体的に
は両声部共，その音程の進行は２度で穏やかな
流れが淡々と進むのであるが，前半では例えば
ⅡｎｄＶｎの40小節のｅｂ→９，４１小節のｅｂ→
ａｂ又，Ｖｌａの40小節のｃ→ｅｂ，４１小節の
ｅｂ→ｃ→ｆ音はある程度の音程差をもってい
るし，更に後半では音程の飛躍が顕著な小節も
あり，いずれもこの音程の切り替えに際し，流
れに違和感を与えるようなアクセントが生じや
すいのであくまでも前半の流れが踏襲されるよ
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う細心の注意を払いたい。技術的には出来るだ
け同じ弦におけるフインガリングで音色を統一
したり，止むなく移弦を生ずる場合もそれが出
来るだけ解消されるようなポジションを選定す
べきであろう。
次は外声のＩｓｔＶｎとＶｃ，Ｃｂに論を移す。
モーツァルトの楽曲の中でターンがこれ程まで
に魅力的に施されたものも少ないのではなかろ
うか。この挿句の鍵はターンが握っているといっ
ても過言ではない。聴く人の心を踊らせるよう
なこのターンは各奏者の確かな技術があってこ
そ表出されるのであり，その団体のアンサンブ
ル技術のレベルが端的に分類される箇所でもあ
る。トリルは場合によっては各奏者間のスピー
ドや発音に誤差が生じる演奏もいたしかたなく，
パセージの価値に深く影響しない場合もあるが，
この挿句におけるターンは実音として示される
音符の羅列がいかに正確さを極めているかで，
アンサンブルの優劣が決められてしまうのであ
る。アマチュア団体は無論，プロフェッショナ
ルな団体においても最もアンサンブルとしての
技術的要素を高めなければならない箇所である。
特にターンが連続する45小節，４６小節などは奏
者泣かせのパセージである。アーテイキレーショ
ンから表出されるターンはシンコペーションに
おける強拍に位置し，従って38小節から44小節
は１２門として演奏されることとなる。
＝
但し，４４小節からの運弓は弓111頁で行う他，方法
がないことは当然である。ターンの正確な発音
の源はフインガリングの選択にあるが，その選
択の基本的要素は当然，－弦上におけるもので
しかも機能的な指運びが出きるものが選ばれる
ことになる。先ずＩｓｔＶｎの場合をみてみよう。
ターンの３度の音程を３本の指で順序立てるこ
とになるが，この場合それは０，１，２指の組み
合わせ，１，２，３指の組み合わせ，２，３，４指
の３種の組み合わせが理論上成立するところで
ある。この内３番目の２，３，４指による組み合
わせは小指という他の指に比べて機能的に劣る
指を使用しなければならず，技術的な負担が伴
うので採用の場合は集中的な練習が必要である。
ここで３種の組み合わせを（a）０，１，２指
(b)１，２，３指に）２，３，４指とすると３８，３９
小節は(a)，４０，４１小節は(b)，４２小節はⅡｎ．
ポジションで(b)，４３小節はmrdポジションで
(b)が最も有効なフインガリングであろう。４４
小節から連続される５回のターンは次の例が考
えられる。
(1)Ist→(a)，Ist→(c)，mrd→に)，Ist→(a)，
Ⅲｒｄ→(b）
(2)Ist→(a)，Ⅱn.→(b)，Ⅲrd→(cLIst→(a)，
mrd→(b）
この他(b)の機能性を重視してAst上でシフティ
ングを連続させる方法も理論上考えられるが，
これはシフテイングの多用から音程作音にいた
らずに労力を必要とするので避けざるを得ない
であろう。（1)は技術的に容易なポジションで
統一してあることに意味があり，（2)は少なか
らず(c)の形を避けたいとする技術的考えの表
われである。４７小節からは(a)の形が選ばれる
であろう。ここまではフインガリングの技術か
らターンを分析したが，ターンのこの挿句にお
￣￣～
ける処理は次のような流れ，すなわち堅塁蔀０
＝－－－－
のニュアンスが加味されていれば更に美的で高
級なパセージとして表現されるであろう。安易
な形はEEE、;としてその結末にｱｸｾﾝﾄ
がつけられてしまうことである。これは起こり
がちな流れであるがこれが連続すると品位が下
がってしまうことを一方で心得ておかねばなら
ない。
次はＶｃのフインガリングについて述べる。
ターンに限らず装飾音符は楽器が低音になる程
その技術は難しく，従ってそのフインガリング
は更に確実な発音が求められるものを選ばなけ
ればならなくなる。Ｖｃの場合フインガリング
の基本はターンの中でシフテイングを行わない
ことを原則とすれば最も正しい発音が可能にな
る。従ってこれに伴いポジションはそれぞれの
ターン毎に種々移り変わることになるが，これ
は技術的練習によって補うしかない，次に掲げ
松中久儀：弦楽合奏曲とその演奏解釈（Ⅶ） 7３
るフインガリングはこれらの考えから導き出さ
れたもので，これが最良の形でこれに限定され
ることになろう。３９，４０小節３，４，３，１，３，
４指，４３小節１，２，０，１，２指，４４小節３，４，
３，１，３，４指，４５小節からの連続される５回
のターンは順次３，４，３，１，３，４指/２，４，２，
１，２，１指/２，４，２，１，２，１指/３，４，３，１，
３，４指／１，２，１，２，０，１，０指となる（注１)。
47小節からは３，４，３，１，３，４指が連続され
る。
次はＣｂについて述べる。ここでは先ず39小
節，４０小節，４３小節，４７小節，４８小節は同種の
フインガリングが用いられる音型であると判断
しまとめてみた。この５小節はいずれも開放弦
のａ音又は。音をターンの中の１音として利用
できるので早いパセージを苦手とするＣｂにお
いても技術負担が軽減されており奏者にとって
有難いことである。このターンはいずれも１，
２，１，０，１，２指又は２，４，２，０，２，４指の
フインガリングに限定されるが指の機能性から
見れば小指を使っていないという点で前者が選
ばれるであろう。フインガリング技術としては
容易なターンであると前述したが，それでも太
い弦をもったこの楽器は発音が不明瞭になりが
ちであるので，指の上下運動は他の楽器に比べ
て一層正確さを極めなければならない，さて残
された44小節，４５小節，４６小節のターンのフイ
ンガリングを考察してみよう。問題はＣｂの場
合，低いポジションでは１，２，４指を用いてやっ
と全音程しかとれないのが基本的な左手の奏法
である。という点にある。従って44～46小節に
みられる開放弦を利用できないターンでは基本
的運指をとらず指の拡張を伴った技巧的フィン
ガリングや，止むなくターンの中でシフテイン
グを取り込まざるを得なくなったりしなければ
ならず，大いに技術的負担を強いられることに
なる。先ず44小節，４５小節を取り上げるが，こ
のターンはｆ＃’９，ｆ＃，ｅ，ｆ＃’９音の音
程の羅列になっており，ｅ～ｇ音までの短３度
の音程を仕上げなければならないが，このこと
|土先記した全音程（長２度）の基本的フィンガ
リングが使用不可能であることが現実である。
解決策は２種のフインガリングを選び出すしか
ない。その１つはげ)２，４，２，１，２，４指とし
て，１指と２指の間を全音とし手の大きな奏者
の場合，１指と２指を拡張し不完全シフト気味
にａ音とｆ#音をとれればテクニカルな奏法と
なり得る。しかし手の小さな奏者の場合，１指
と２指の拡張はこの低音ポジションでは物理的
に不可能となるので，この間シフテイング（ポ
ジション移動）を行なう他に手段がない。この
場合シフテイングのタイミングに遅れを生じな
いようスピーディな腕の動きを鍛練しなければ
ならない。もう一つの方法は(ｲ）３，４，３，１，
３，４指とするフインガリングで，これは前述
したＶｃのフインガリングをそのままＣｂに当て
がったものである。Ｖｃの場合はこのフインガ
リングはＶｃの基本的なものであり，スピーディー
な指運びを必要とするだけで，ことさらハイレ
ベルな技術を伴ったものでない。しかしＣｂの
場合はフインガリングの基本形では３指を用い
ないことから，（ｲ)の場合は変則的なフインガリ
ングとして特別な練習が必要となるし，また各
指も基本形に比べて少しずつ拡張させなければ
ならない。ここでもＣｂは手の大小がこのター
ンの成立に大きく関わっていることを示してお
り，手の小さな日本人はハンディキャップを持っ
ているといえる。け)，（ｲ)は再三述べたように
手の大きさとも関係し，また奏者の好みや得意
不得意もあり奏者に一任する他ないと考えられ
る。さて46小節のターンａｂ，ｂ，ａｂ，９，
ａｂ，ｇ青の場合はどうであろうか。結論は次
の３種のフインガリングが考えられる。（ｱ)は
Gstの開放弦を利用した１，４，１，０，１，０指
であり，（ｲ)はDst上で行なう変則フィンガリ
ング２，４，２，１，２，１指であり(ｳ)は同じく
Dst上でシフテイングを伴った１，４，１，１，２，
１指である。さらに次のターンｆ，９，ｆ，
ｅｂ，ｆ，ｅｂ音の場合は(ｱ)１，４，１，１，４，
１指，（ｲ)２，４，２，１，４，１指がそれぞれ考え










